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R5.10.3

教員の働き
方改革

　先日、ＮＨＫの「東海どまんなか」という番組内で、江南市の布袋小学
校の働き方改革が取り上げられました。
　近くの鶴城中学校では下校時に、先生方が横断歩道付近で交通指
導をしているのを見かけます。西尾市でも、ぜひ先生方の働き方改革
を実施してください。

西尾市内の教員の働き方について、参考資料を添付していただいた
うえで、貴重なご意見をいただきありがとうございます。
いただいた資料の中にある布袋小学校の実践例も大変興味深く拝
読させていただきました。ありがとうございました。
西尾市では、教員のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くと
ともに、その人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果的な教育
活動を行うことができるようにすることを目的としてさまざまな働き方改
革を進めております。
一例として、校長会は教育委員会と連携し「働き方改革プロジェクト
会議」を開催し、各課題について、話し合っています。
その成果として、市教育委員会が主催する各種会議の開催回数及
び開催時間の縮減が実現できた他、市独自で採用する教科担当を増
員するなど、少しずつではありますが、教員の働き方改革が進んでい
ます。今後も引き続き「働き方改革プロジェクト会議」の中で、検討を進
めてまいります。
なお、今回いただいたご意見は、「働き方改革プロジェクト会議」にも
お伝えします。

学校教育課

R5.5.25

矢田小の生
徒たち

４月から子どもが矢田保育園へ入園し、自宅から保育園まで毎日歩
いて通園しています。
子どもと手をつないで歩いていると、矢田小の生徒がいつも元気よく
挨拶をしてくれて、とても嬉しいです。それも、しっかり目を見て挨拶し
てくれます。３歳の子どもに目線を合わせてくれる生徒もいます。とても
素晴らしいと思います。
私の子どもも３年後、矢田小へ入学します。先輩のように立派に挨拶
できる生徒になってほしいと思います。
大人の私も見習いたいです。いつも元気な挨拶をしてくれてありがと
う。

　回答不要のご意見です。

学校教育課
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R5.1.5

音楽に溢れ
る街

偶然、ヴェルサウォークで鶴城中学吹奏楽部の演奏を聴きました。
西尾市の小学校・中学校・高等学校の吹奏楽部が持ち回りで、月に二
回程度、ヴェルサウォークなど人の集まる場所で演奏を西尾市主導で
行ってはどうでしょうか。各学校の発表の機会も増えるし、市民も音楽
に親しむ機会が増えると思います。市民会館で定期演奏会としてでは
なく、市民が気楽に聴ける場所で行うとよいと思います。浜松市では浜
松駅前広場で行われているようです。

このたびは、吹奏楽部の活動について、ご意見をいただき、ありがと
うございます。また、先日は、鶴城中学校の演奏を聴いていただき、生
徒の励みとなりました。重ねてお礼申し上げます。小中学校に関わる
部分について、教育委員会として回答いたします。
小学校のマーチングバンド部、中学校の吹奏楽部・オーケストラ部
は、各校が目標とする発表の場、コンクール等を設定し、それに向けて
練習を行っております。今回、聴いていただいた鶴城中学校は、外部
からの打診を受け、学校判断で実施したものです。
各校、楽器を初めて扱う児童生徒がおり、また、課題曲、自由曲な
ど、練習する曲数も多いことから、音合わせ等に大変苦労しておりま
す。そのため、各校が目標とするところを目指すのが精一杯というのが
現状です。このような状況から、教育委員会主導により、一律に発表
の場を設けることは考えておりません。
今回のような発表の機会をいただける場合には、関係校に対して情
報を提供してまいります。
多くの方々の前で演奏することは、子供たちにとっても、市民にとって
も有意義な時間であると考えております。今回のような小中学生の演
奏の場に行かれた際には、温かい声援をおくっていただけたら幸いで
す。

学校教育課

R4.10.4

マニフェスト
全体と これ
からの子供
達

　マニフェスト100％完了項目は他の市や他の県の横展であり、西尾市
ならではの特権はありますか。
　これから２年後の小・中学校の部活廃部に代わる、スポーツ活性化
に対する詳細な案はありますか。
　西尾市は剣道など他のスポーツも含め、昔から市を挙げて盛り上げ
ないのは何故でしょうか。グラウンドも昔から変わらず、スポーツに力
を入れないのは何故でしょうか。
　スポーツする場がなくなるから、学力が上がる訳ではないですし、目
標や達成感がない子供達が増えるだけだと思います。西尾からはス
ターは生まれません。
　このことに対して市がどう考えているのか、子供を持つ親として明確
に知っておきたいです。

　小中学校の部活動について回答いたします。
小学校については、教員の働き方改革や近隣市町の状況等を踏ま
え、部活動を縮小する学校はありますが、部活動自体がなくなることは
ありません。
中学校については、国が教員の働き方改革を進めるため、休日の部
活動を地域に移行する方針を示しており、本市としても休日の部活動
について、段階的な移行に向けて準備を進めております。中学校につ
いても部活動自体がなくなるわけではありません。 学校教育課
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R4.6.30

学校生活で
のマスク着
用について

小学生の子を持つ母です。
学校生活で「登下校はマスクを着用する必要はない」と方針が出され
て以来、登校時はマスクを外させています。しかし下校時はどの子も
皆(他校の下校の姿を見ても)マスクを着用しています。熱中症がとても
心配です。熱中症対策を優先して、「マスクをする必要がない」ではな
く、「マスクを外す」と各学校へご意見していただけないでしょうか。
また、給食の黙食はいつまで続くのでしょうか。コロナ感染予防のた
め、と分かっています。しかし子供たちの体と心の成長の為に、福岡県
や宮崎県のように、西尾市も学校生活でのコロナ対策の緩和を考えて
いただきたいです。

新型コロナウイルス感染症対策について、ご心配をおかけしておりま
す。また、子供たちのために、貴重なご意見をいただきありがとうござ
います。
下校時のマスクについては、これまでも「登下校時や運動時など、マ
スクの着用を要しない場面では、マスクを外すよう指導すること」とし
て、各校へ通知しているところですが、引き続き、子供たちの安全のた
め、周知をしていきます。
学校給食については、会話をしながら楽しく食べることが、子供たち
の心と身体の成長のために望ましいと考えております。黙食について
は、感染症の状況や県の動向などを注視しながら、対応を考えてまい
ります。

学校教育課

R3.8.23

食育に関す
る無償提供
について

　先日、一部の市民を対象に食育についてのアンケートが実施された
ことを知り、西尾市が食育に力を入れていることを初めて知りました。
それとほぼ同じタイミングで、市内の水産事業者から園や学校などへ
車海老を無償提供してくださる話があったものの、西尾市はお断りした
と知りました。市内の保育園や幼稚園では実施された園もあり、園に
通う弟や妹たちがいただいたことを聞き、兄姉が悲しんでいる家庭もあ
ると聞きました。
　なぜ市は車海老の無償提供をお断りしたのでしょうか。無償提供を
提案してくださった団体のホームページでは、まだ車海老の無償提供
の受付が行われていますが、食育に力を入れている西尾市として、今
後、市内にある園や学校では実施されることはないのでしょうか。
　また、最近の新聞で、西尾市が現金などの寄付を受け付け、市長と
寄付をされた方との写真が掲載されているのを見ました。なぜ子供達
への食材の寄付は断られることになったのでしょうか。西尾市への寄
付は現金なら受取り新聞へ掲載され、物品だと断られるのでしょうか。
そして、断ったことは報道されないのでしょうか。寄付への受付可否は
どのように決定されるのでしょうか。教えていただきたいです。
　食育や課外授業が子どもたちに与える影響はとても大きく、そして記
憶に残ることもたくさんあると思います。食育にも課外授業にも繋がる
今回の企画を、コロナの感染者数が落ち着いてきたころに是非実施し
ていただきたいです。

　給食食材の寄附につきましては、安全で安心な給食を提供すること
が可能なものであれば積極的に受け入れていきたいと考えており、事
業者から寄附のお申し出があった際には、給食食材として受け入れ可
能か否かを、市教育委員会が学校給食を管理する栄養教諭などの関
係者と協議し判断しております。
　学校給食は、徹底した衛生管理が求められており、納入業者に対し
て食材の加工状況や保存方法、配送方法などを細かく指示しておりま
す。また、食物アレルギー事故を防止するため、多数の児童生徒がア
レルギー反応を生じる食材については、極力提供を控えるよう細心の
注意を払っております。
　過日、水産事業者からお話をいただきました車海老の提供の提案に
つきましても、なんとかして児童生徒に提供することができないかと事
業者と協議を重ねましたが、給食として本市が受け入れ可能な加工状
況で納入いただくことや食物アレルギーを持つ児童生徒の安全性を確
保することが難しいため、断念せざるを得ないという判断に至りまし
た。
　誠にありがたいお話ではありましたが、先方には学校給食における
留意事項を丁寧にご説明申し上げ、ご理解をいただきました。
　児童生徒の安全を最優先に検討した結果でありますので、ご理解く
ださるようお願いいたします。

教育庶務課
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